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図 H.28(1) 中華人民共和国 
雲南省小江流域総合土砂災害対策及び 

自然環境修復計画調査 
独立行政法人 国際協力機構 

桃家小河流域小組アンケート結果 
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図 H.28（2） 中華人民共和国 
雲南省小江流域総合土砂災害対策及び 

自然環境修復計画調査 
独立行政法人 国際協力機構 

桃家小河流域小組アンケート結果 
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図 H.28（3） 中華人民共和国 
雲南省小江流域総合土砂災害対策及び 

自然環境修復計画調査 
独立行政法人 国際協力機構 

桃家小河流域小組アンケート結果 
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図 H.28（4） 中華人民共和国 
雲南省小江流域総合土砂災害対策及び 

自然環境修復計画調査 
独立行政法人 国際協力機構 

桃家小河流域小組アンケート結果 
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項目 回答数（組） 内容
棚畑化の資金 1 自力調達
棚畑化の費用 3 300ムー： 120000元

180ムー： 120000元
150ムー： 105000元

栽培作物の変化 3 変わらない
雑穀から換金作物へ

3 30%
20%
20%

棚畑化の作業 1 楽になった
その他の効果 3 水土流出防止
傾斜農地角度 4 25度

25度
25度
20度

栽培作物の増
加割合

トウモロコシからトウ
モロコシ、ジャガイモ

 

図 H.28(5) 中華人民共和国 
雲南省小江流域総合土砂災害対策及び 

自然環境修復計画調査 
独立行政法人 国際協力機構 

桃家小河流域小組アンケート結果 
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図 H.29 中華人民共和国 
雲南省小江流域総合土砂災害対策及び 

自然環境修復計画調査 
独立行政法人 国際協力機構 

桃家小河流域ワークショップ・アンケー

ト調査結果 
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